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1. はじめに 

本論文の回想法の定義を以下に示す．回想法とは，昔

の出来事，物品やコンテンツを媒介し，会話を通じてその

人の過去の記憶を引き出し，自他共に再評価することに

よって，今現在の自分を受け入れ，より良く生きるための

活力を引き出すための療法である．従来の回想法支援シ

ステムでは，コンテンツの配信を主体としており，回想法

本来の目的である，コンテンツを媒介し，他者とのコミュニ

ケーションを行う重要な機能が十分ではなかった． 

本研究では，リアルタイムでコンテンツに基づいたコミ

ュニケーションが可能な回想法WEBシステムの開発を目

的とする．本システムの特徴は，WEB において画像，音

声，動画などのコンテンツを制御しながら，コミュニケーシ

ョンを行う事が可能な点である．本論文では，コミュニケー

ションを主体とした回想法 WEB システムの試作を行い，

開発における現状と今後の課題に対する取り組みの指針

について述べる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 本論文における回想法構成図 

2. システムの要件 

従来の回想法支援システムにおける第一の問題として，

専用のソフトウェアとして開発されているため様々なプラッ

トフォームに対応できない，独特のインタフェースである

ため直感的な操作ができない，導入や運営に関して情報

技術の専門的な知識が必要なためシステムの利用，管理

が困難であることが挙げられる．この問題点を解決するた

め，コンテンツの配信や制御，コミュニケーション支援機

能，ユーザ管理機能を WEB ベースで実現する方針とし

た． 

従来の回想法支援システムにおける第二の問題として，

コンテンツ配信を重視しており，回想法本来の目的である，

コンテンツを媒介し，他者とのコミュニケーションを行う重

要な機能が十分ではなかった．この問題点を解決するた

め，現実世界で実施されている回想法の形態を，コンピュ

ータ上で再現するチャット機能，ユーザアカウント制御機

能，コンテンツ制御機能を実現する方針とした．チャット機

能では，円滑な対話を実現する必要がある．チャット機能

は文字をベースに将来的に文字だけでなく音声対応も考

えている．文字，音声以外にコミュニケーションに応用で

きる機能があればそれらを導入，検討していく予定である．

ユーザアカウント制御機能では，現実に行われている回

想法と比べ，メディアデータを提供する側，回想法をサポ

ートする者，回想法を受ける側の人間関係を再現されな

かった．それらを解決するための機能を開発する事とした．

コンテンツ制御機能では，ユーザアカウント機能を踏まえ，

それに基づく画像データの導入，画像データの編集，画

像データの提供方法を考案する必要性があった． 

3. システムの実装 

本章では，システム要件で述べた，チャット機能，ユー

ザアカウント制御機能，コンテンツ制御機能を含めた回想

法WEBシステムの実装について述べる． 

3.1. コミュニケーションシステム 

回想法WEBシステムを実現する上で，コミュニケーショ

ンを図る形態として題材となるメディアデータを同期させ，

文字チャットでコミュニケーションする方式を取り入れた．

このコミュニケーションシステムの特徴（図 2）は，システム

をコントロールできるルートユーザ，一部をコントロールで

きるスーパーユーザ，システムを利用するユーザと権

限を分けた．結果，(表 1)の分担を持たせる事となり，現

実に回想法を行う形態に近づけることができた．このよ

うな権限によるコミュニケーションの活性化，円滑化以
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外に，ポインティングシステムを実装した．文字チャットの

みでは，コンテンツに対する意思表現が限られてしまう問

題を解決するため，レイヤ（図 3）を用い，クリックした箇所

の強調表示，拡大機能など一目で補足したい箇所が判

別できる機能を開発した． 
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図 2. WEBシステム概略 

表 1. ユーザ権限 
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図 3. ポインティングシステム 

3.2. FLASHを主体としたWEBシステムの構築 

本システムを実現のために多くのメディアデータに対応

する FLASH を用いた．マルチプラットフォーム，シームレ

ス化などの利点があり，画像，音声，動画といったメディア

データの形式を問わず，より多くのコンテンツを扱うことが

できる．ゆえにFLASHを機軸とした回想法WEBシステム

の開発をした．また，本システムを実現する上で，コミュニ

ケーションを図るためのチャットの同期，また回想法の題

材となる画像同期機能は必要不可欠である．これを実現

するため，PHPによってデータ処理の仕組みを開発した．

FLASH が PHP の仕組みを介すことで，メディアデータ，

チャットなどのログデータの処理を行う(図 4)． 
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図 4. データ処理の流れ 

4. まとめ 

 本研究では，回想法をコンピュータ上で行われた事例

が少なく，動画を配信するなど限定的なものが主流であ

った．本研究では回想法の総合的なコミュニケーションツ

ールの開発を目指し，回想法WEB システムを試作した．

今後，多くのユーザの声を聞き，コミュニケーション機能

の充実を図っていきたい． 
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